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低エネルギー消費型吸収プロセス（複合化プロセス）の原理 

●物質移動は吸収分離プロセスの特徴、熱移動は膜分離プロセスの特徴を 

        複合化することにより、低エネルギー消費型吸収分離プロセスを実現しました 

低エネルギー消費型吸収プロセスの適用例 

従来プロセス（吸収分離プロセス、膜分離プロセスの特徴） 

  ●  吸収分離プロセス 

    高エネルギー消費 

    高CO2回収率 

    低装置コスト 

  ●  膜分離プロセス 

    低エネルギー消費 

    低CO2回収率 

    高装置コスト 

 

● 物質の移動経路と熱の移動経路を分離 

  金属隔璧（高熱伝導性）の両面で、吸収操作と放散操作を行う 

  ことにより、吸収熱を放散熱に利用できます 

   物質移動：吸収液の流れにより移動 

   熱移動  ：隔壁を介して移動 

      

● 多管式熱交換器の管内で吸収操作、管外で放散操作を行えば、比較的 

     小さな設備で吸収、放散操作が可能となります 

● 圧力差で吸収・放散が可能なプロセスに適用できます 

  〇 二酸化炭素分離プロセス 

  〇 パラフィン、オレフィン分離プロセス 

特許第4469635の図1（複数管の特許） 

http://kri-inc.jp/mail/ec-proce.html

